
力をあわせましょ
う！

多
く
の
県
民
が
、
命
を
、
家
族
を
、
家
を
、

店
を
、
工
場
を
、
ふ
る
さ
と
を
、
思
い
出
を
、

何
も
か
も
失
っ
て
し
ま
っ
た
、
３
月
１
１
日
の

大
震
災
か
ら
３
カ
月
。
「
被
災
者
・
被
災

地
が
主
役
の
復
興
を
め
ざ
そ
う
」
―
―

「
東
日
本
大
震
災
復
旧
・
復
興
支
援
み

や
ぎ
県
民
セ
ン
タ
ー
」
（
略
称
・
み
や

ぎ
県
民
セ
ン
タ
ー
）
が
５
月
２
９
日
発

設
立
の
集
い
で
は
、
被

災
地
か
ら
か
け
つ
け
た
被

災
者
代
表
の
報
告
、
震
災

を
理
由
に
大
手
企
業
か
ら

解
雇
さ
れ
た
労
働
者
、
医

療
・
福
祉
施
設
関
係
者
な

ど
各
地
各
界
か
ら
１
１
人

が
発
言
に
た
ち
ま
し
た
。

（
発
言
要
旨
は
裏
面
に
掲
載
）

大
阪
の
伊
賀
興
一
弁
護
士

が
“
特
別
発
言
”
を
行
い
、

復
興
の
基
本
理
念
と
被
災

者
の
権
利
に
つ
い
て
、
法

制
面
か
ら
述
べ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
涙
が

出
て
メ
モ
が
と
れ
な
い
ほ

ど
で
し
た
」
な
ど
、
『
感

動
の
声
』
が
た
く
さ
ん
よ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

政
策
と
運
動
サ
ポ
ー
ト

設
立
の
集
い
で
採
択
さ

れ
た
ア
ピ
ー
ル
は
、
民
間

企
業
に
も
養
殖
の
漁
業
権

を
開
放
す
る
「
水
産
業
特

区
」
な
ど
村
井
嘉
浩
宮
城

県
知
事
の
主
張
は
、
「
財

界
構
想
と
う
り
二
つ
だ
」

と
批
判
。
そ
の
上
で
「
復

旧
・
復
興
は
、
憲
法
１
３

条
、
２
５
条
に
基
づ
く
住

民
の
権
利
。
村
井
知
事
の

上
か
ら
目
線
の
復
興
構
想

に
対
抗
し
、
被
災
者
・
被

災
地
が
主
体
の
復
旧
・
復

興
を
目
指
す
」
と
訴
え
て

い
ま
す
。

「
み
や
ぎ
県
民
セ
ン
タ
ー
」

の
菊
地
修
事
務
局
長
（
弁

護
士
）
は
、
「
被
災
者
の

思
い
を
反
映
し
た
復
興
に

向
け
、
積
極
的
に
政
策
を

提
言
し
、
被
災
地
の
運
動

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た

い
」
と
決
意
を
語
り
ま
す
。

（
写
真
下
は
、
北
村
龍
男

代
表
世
話
人
の
音
頭
で
、

参
加
者
全
員
の
“
が
ん
ば

ろ
う
”
の
唱
和
）

東日本大震災復旧・復興支援みやぎ県民センター

ニ ュー ス № １
２０１１年６月１０日発行

「
み
や
ぎ
県
民
セ
ン
タ
ー
」
は
、

参
加
を
希
望
す
る
す
べ
て
の
団
体
、

地
域
代
表
、
個
人
で
構
成
。
「
被

災
者
・
被
災
地
が
主
役
の
復
旧
・

復
興
」
と
い
う
一
致
点
で
各
地
の

運
動
、
諸
団
体
と
共
同
し
ま
す
。

代
表
世
話
人
は
、
下
記
の
８
名

の
方
々
で
す
。

青
木

正
芳

元
日
本
弁
護
士
連
合
会
副
会
長

小
澤

か
つ

宮
城
県
母
親
大
会
連
絡
会
会
長

北
村

龍
男

宮
城
保
険
医
協
会
理
事
長

高
橋

治

社
会
福
祉
法
人
仙
台
ビ
ー
ナ
ス
会
理
事
長

綱
島
不
二
雄

元
山
形
大
学
教
授
・
農
業
経
済

日
野

秀
逸

東
北
大
学
名
誉
教
授
・
医
療
経
済

宮
野

賢
一

仙
台
市
緑
ヶ
丘
被
災
者
の
会

森

久
一

元
山
元
町
長

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の

復
興
に
携
わ
っ
た
塩
崎
賢

明
・
神
戸
大
教
授
が
、

「
東
日
本
大
震
災
の
よ
り

よ
き
復
興
の
た
め
に
」
と

記
念
講
演
し
ま
し
た
。
被

害
状
況
は
、
①
Ｍ
９
・
０
、

南
北
５
０
０
キ
ロ
の
超
広

域
性
、
②
津
波
、
原
発
事

故
な
ど
複
合
性
、
③
高
齢

化
の
進
む
地
方
小
都
市
・

集
落
の
災
害
の
特
徴
を
あ

げ
、
阪
神
・
淡
路
な
ど
の

大
震
災
と
比
較
し
て
検
証
。

「
復
興
の
道
筋
を
早
く
提

示
し
、
被
災
者
に
希
望
を
」

「
県
や
国
の
本
腰
を
入
れ

た
支
援
が
必
要
」
と
力
説

し
ま
し
た
。

「
み
や
ぎ
県
民
セ
ン
タ
ー
」

は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

の
教
訓
を
生
か
し
、
被
災

者
の
生
活
再
建
へ
国
・
地

方
自
治
体
が
責
任
を
果
た

す
よ
う
求
め
る
こ
と
を
目

的
に
、
弁
護
士
、
学
者
、

元
自
治
体
首
長
な
ど
の
よ

び
か
け
で
結
成
さ
れ
ま
し

た
。

元
首
長
・
学
者
・
弁
護
士
ら
の
よ
び
か
け
で
結
成

足
し
ま
し
た
。
仙
台
市
青
葉
区
の
仙
台

国
際
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
設
立
の
集

い
に
は
雨
の
中
、
４
０
０
人
が
参
加
。

綱
島
不
二
雄
・
代
表
世
話
人
が
「
宮
城

県
は
、
財
界
に
都
合
の
良
い
こ
と
は
対

応
が
早
く
、
県
民
の
た
め
に
な
る
こ
と

は
遅
い
。
力
を
結
集
し
、
私
た
ち
の
復

興
計
画
を
作
ろ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。
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避
難
所
に
５
つ
の
必
要

石
巻
市
湊
避
難
所
本
部
長

庄
司
慈
明
さ
ん

地
震
が
発
生
し
、
地
域
の
方
々
に

「
逃
げ
ろ
逃
げ
ろ
」
と
叫
ん
で
ま
わ
っ

た
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
海
水
と
泥
と

瓦
礫
に
な
っ
て
い
た
。
私
は
、
湊
小
学

校
避
難
所
の
「
村
長
」
で
、
長
靴
を
は

い
て
泥
水
の
な
か
を
走
り
回
っ
て
い
ま

す
。
避
難
所
生
活
で
何
が
足
り
な
い
か
、

水
、
食
料
、
日
常
用
品
、
医
療
、
介
護

の
５
つ
が
必
要
で
す
。
と
り
わ
け
、
２

４
時
間
介
護
を
要
す
る
方
も
お
り
救
援

を
訴
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
生
活
の

展
望
が
も
て
る
政
策
が
必
要
で
す
。

一
方
的
解
雇
を
許
さ
な
い

仙
台
コ
ロ
ナ
解
雇
者

大
学
る
み
さ
ん

「
震
災
で
休
業
」
と
い
っ
て
、
ア
ル

バ
イ
ト
全
員
を
解
雇
。
予
告
手
当
て
も

払
わ
な
い
、
賃
金
も
ゼ
ロ
。
「
こ
の
ま

ま
引
き
下
が
ら
な
い
」
と
、
連
絡
を
と

り
あ
っ
て
組
合
を
結
成
し
、
１
０
０
名

越
す
仲
間
が
参
加
し
て
た
ち
あ
が
り
ま

し
た
。
私
た
ち
は
、
「
社
員
に
す
る
」

と
い
わ
れ
て
、
深
夜
残
業
、
２
０
日
間

連
続
仕
事
な
ど
、
必
死
に
働
い
て
き
た

の
で
す
。
「
津
波
で
家
を
失
っ
た
」

「
家
賃
も
払
え
な
い
」
仲
間
と
心
一
つ

に
、
仙
台
コ
ロ
ナ
の
責
任
を
求
め
て
が

ん
ば
り
ま
す
。

新
た
な
移
転
先
を
国
に
要
望

福
祉
避
難
所
・
特
養
ホ
ー
ム
潮
音
荘

園
長

早
坂
美
智
子
さ
ん

潮
音
荘
は
、
仙
台
荒
浜
に
あ
り
津
波

で
全
壊
。
こ
の
日
は
、
１
０
０
名
の
利

用
者
が
お
り
、
七
郷
小
に
必
死
で
移
動

し
、
ワ
ゴ
ン
車
が
流
さ
れ
犠
牲
者
も
で

ま
し
た
。
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
の
救
出
、

停
電
、
毛
布
も
な
い
床
で
す
ご
し
ま
し

た
。
仮
住
ま
い
の
施
設
は
、
過
密
状
態

と
な
り
、
体
調
不
良
や
強
度
の
ス
ト
レ

ス
か
ら
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
も
い
ま
し

た
。
い
ま
、
仙
台
市
を
通
し
て
新
築
移

転
と
利
用
者
に
不
利
益
に
な
ら
な
い
よ

う
な
要
望
を
、
国
に
提
出
し
て
い
ま
す
。

被
災
者
の
要
求
で
運
動
を

仙
台
市
緑
ヶ
丘
４
丁
目
被
災
者
の
会

宮
野
賢
一
さ
ん

今
回
、
市
内
の
住
宅
被
害
区
域
は
６

５
カ
所
、
宅
地
は
危
険
８
６
８
、
要
注

意
１
２
１
２
と
判
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

緑
ヶ
丘
４
丁
目
は
、
家
屋
全
壊
６
９
、

大
規
模
半
壊
９
、
一
部
損
壊
２
１
の
被

害
で
、
警
戒
区
域
と
さ
れ
、
１
２
０
世

帯
が
避
難
勧
告
を
受
け
て
い
ま
す
。
宮

城
沖
地
震
で
地
盤
工
事
を
行
っ
た
緑
ヶ

丘
３
丁
目
は
、
今
度
も
再
発
し
ま
し
た
。

市
に
対
し
て
「
こ
こ
に
住
ん
で
い
け
る

の
か
」
「
移
る
際
に
は
住
民
の
意
志
を

尊
重
」
な
ど
を
要
求
し
、
市
長
と
の
対

話
集
会
、
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

災
い
を
教
訓
に
ま
ち
づ
く
り
へ

名
取
市
閖
上
新
町
町
内
会
長

阿
部
文
男
さ
ん

閖
上
は
２
５
０
０
世
帯
、
７
２
０
０

人
、
そ
の
う
ち
９
割
が
避
難
民
と
な
り
、

１
０
０
０
人
近
く
が
死
者
・
行
方
不
明

で
す
。
車
１
０
０
台
、
多
く
の
人
が
流

さ
れ
る
恐
ろ
し
い
光
景
で
し
た
。
「
サ

イ
レ
ン
が
鳴
ら
な
い
」
「
防
災
無
線
が

放
送
さ
れ
な
い
」
「
水
門
が
閉
じ
な
い
」

ま
ま
、
津
波
が
お
し
よ
せ
た
の
で
す
。

複
合
的
な
問
題
を
調
査
委
員
会
で
と
り

あ
げ
、
さ
ら
に
、
国
体
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー

の
港
湾
整
備
、
水
門
、
漁
港
と
漁
業
の

問
題
な
ど
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
と

り
く
み
た
い
。

水
産
加
工
業
の
再
生
必
ず

石
巻
市
・
（
株
）
ヤ
マ
ト
ミ
社
長

千
葉
雅
俊
さ
ん

今
回
の
大
震
災
で
、
会
社
は
食
品
工

場
と
冷
凍
倉
庫
が
全
壊
し
、
２
名
が
犠

牲
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
津
波
の
爪
跡

が
残
り
、
瓦
礫
と
商
品
の
廃
棄
処
分
に

お
わ
れ
、
損
害
額
は
年
間
売
り
上
げ
に

匹
敵
す
る
７
億
円
以
上
に
の
ぼ
り
ま
す
。

借
金
も
あ
り
、
二
重
債
務
が
重
く
の
し

か
か
っ
て
は
再
建
で
き
な
い
の
で
、

「
負
債
の
凍
結
」
を
要
望
し
た
い
。
技

術
を
も
っ
た
従
業
員
、
海
の
資
源
が
あ

り
、
水
産
加
工
業
の
再
生
へ
協
議
し
て

い
ま
す
。
（
最
後
に
、
石
巻
魚
市
場
の

須
能
社
長
の
相
撲
甚
句
を
紹
介
）

「
生
か
さ
れ
る
し
も
の
の
役
割
は
、
日

本
の
し
く
み
を
転
換
し
、
人
間
性
の
回

復
で
新
た
な
社
会
の
再
構
築
。
心
一
つ

に
結
集
し
復
興
め
ざ
し
て
進
み
ま
す
。

ハ
ァ
ー
、
ド
ス
コ
イ
、
ド
ス
コ
イ
」

被
災
地
で
の
地
域
医
療
こ
そ

南
三
陸
町
歌
津
・
鎌
田
医
院
院
長

鎌
田
眞
人
さ
ん

あ
の
日
は
、
患
者
さ
ん
と
中
学
校
に

避
難
し
た
。
大
津
波
で
、
診
療
所
、
自

宅
、
車
も
す
べ
て
な
く
な
っ
た
の
で
、

そ
こ
で
診
療
を
続
け
た
が
、
聴
診
器
し

か
な
い
の
で
、
パ
ニ
ッ
ク
発
作
、
癲
癇
、

か
な
り
の
ス
ト
レ
ス
が
で
て
も
、
薬
も

点
滴
も
な
く
、
手
を
つ
な
い
で
し
の
い

で
き
ま
し
た
。
薬
局
か
ら
薬
を
も
ら
い
、

接
骨
院
を
か
り
て
開
院
し
た
が
、
緊
急

性
の
薬
剤
が
な
く
て
困
り
ま
し
た
。
医

療
援
助
が
ひ
き
あ
げ
、
地
域
医
療
を
や
っ

て
い
る
の
は
私
だ
け
。
患
者
さ
ん
が
困
っ

て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
続
け
て
い
く
こ

と
が
一
番
い
い
の
か
な
と
考
え
ま
す
。

福
島
と
紙
一
重
の
女
川

女
川
町
議

高
野
博
さ
ん

女
川
原
発
は
、
１
３
・
８
㍍
の
所
に

建
っ
て
い
て
、
１
３
㍍
の
津
波
が
お
し

よ
せ
か
ろ
う
じ
て
助
か
り
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
２
号
機
に
は
９
０
０
ト
ン
の
海

水
が
浸
水
し
て
、
冷
却
ポ
ン
プ
が
壊
れ

た
。
町
内
に
押
し
寄
せ
た
津
波
は
１
７

㍍
で
す
か
ら
、
も
し
女
川
原
発
が
直
撃

さ
れ
て
い
た
ら
、
福
島
原
発
の
事
故
と

同
じ
で
、
ま
さ
に
紙
一
重
の
「
危
険
な

状
態
」
で
し
た
。
女
川
町
は
、
２
５
０

０
戸
が
流
さ
れ
、
死
亡
者
・
行
方
不
明

者
は
９
０
０
名
を
超
え
、
原
発
と
津
波

で
町
か
ら
住
民
が
去
っ
て
い
く
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
故
郷
を
守
る

た
め
に
、
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
。

教
育
条
件
を
前
進
さ
せ
よ
う

東
松
島
市
立
鳴
瀬
第
二
中
学
校
教
諭

制
野
敏
弘
さ
ん

凄
ま
じ
い
も
の
で
学
校
も
被
災
し
ま

し
た
。
県
教
委
が
人
事
異
動
を
強
行
し
、

教
え
子
た
ち
の
弔
い
も
で
き
ず
に
異
動

さ
せ
ら
れ
た
先
生
方
は
さ
ぞ
か
し
無
念

の
こ
と
。
各
方
面
か
ら
手
厳
し
い
批
判

が
起
き
た
の
も
当
然
で
す
。
卒
業
の
祝

い
会
の
日
に
、
津
波
が
松
原
の
先
か
ら

押
し
迫
っ
て
、
地
上
を
歩
く
の
が
怖
い

思
い
で
避
難
さ
せ
ま
し
た
。
私
も
教
え

子
を
２
名
な
く
し
、
１
名
行
方
不
明
で
、

非
常
に
残
念
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
９

割
が
被
災
し
、
失
職
し
た
親
も
多
く
、

避
難
生
活
も
大
変
で
す
。
保
護
者
負
担

を
少
な
く
し
、
教
育
条
件
を
前
進
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

町
の
基
幹
産
業
に
全
面
支
援
を

山
元
町
・
元
町
長

森
久
一
さ
ん

町
の
半
分
が
水
没
し
、
町
の
基
幹
産

業
が
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
農
地
の

塩
害
は
深
刻
で
、
作
付
が
で
き
な
い
。

東
北
一
の
イ
チ
ゴ
生
産
は
、
１
７
０
戸

の
農
家
が
、
わ
ず
か
６
戸
だ
け
。
漁
港

も
壊
滅
し
、
船
も
一
艘
も
残
ら
な
い
。

再
生
支
援
の
遅
い
対
応
に
い
ら
だ
っ
て

い
た
ら
、
県
の
第
一
次
案
に
ビ
ッ
ク
リ
。

「
稲
作
は
も
う
必
要
な
い
」
「
漁
業
は

株
式
会
社
ま
か
せ
」
と
い
っ
て
、
被
災

者
を
逆
な
で
す
る
と
は
何
た
る
こ
と
か
。

国
や
町
は
、
農
漁
民
の
必
死
の
努
力
を

見
て
全
面
支
援
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
憲
法
の
基
本
を
堅
持
し
て
対
応

を
求
め
て
い
き
ま
す
。

「東日本大震災復旧・復興支援みやぎ県民センター」設立の集いで報告された

被災者代表、各地各界からの発言要旨を紹介します。




